








12 	 アルミハーネス拡大に向けた開発

アルミ電線の端子かしめ部に電解液が付着した場合、前
記と同様に異種金属接触腐食によってアルミ導体は完全に
溶出する（図13）。電解液の付着でも容易にアルミの腐食
が進行する（4）。

4－2　アルミ電線の既存防食技術と課題
当社はこれまで、熱可塑性樹脂や紫外線硬化樹脂を用い
て圧着部を止水し、アルミ電線を防食する技術を量産化し
ていた（図14）。

これらの技術は、硬質な樹脂でアルミを保護することに
よってアルミ導体の溶出を防ぐ手法である。しかし、これ
らの手法で処理された圧着線は、未処理の圧着線よりも外
形寸法が大きくなり、既存のコネクタへ挿入できない圧着
線が存在する。そこで当社は、圧着線や端子の形状に影響
しない防食技術の開発を行った。
4－3　アルミ電線の新防食技術
防食剤には、コネクタ挿入時に防食剤が干渉しても挿入
荷重が高くならないように軟質なゲルを選定した。また、
銅に吸着する機能を防食剤へ付与することによって、既存
のアルミ導体部を覆う手法ではなく、端子表面に露出した
銅を保護し、アルミ導体の溶出を抑制する新たな防食剤を
開発した。
しかし、防食剤で端子表面に露出する銅を保護するには
圧着端子の複雑な形状へ緻密に塗布する必要がある。そこ
で当社は、防食剤を必要な箇所へ精密に塗布する技術を開
発し、既存の防食手法に代わる新たな防食手法を確立した
（図15）。

4－4　まとめ
多種多様な端子、電線バリエーションの圧着線に使用で
きる室内向けの防食技術を完成させ、2017年に車両へ搭載
した。また、更なるアルミハーネスへの適用拡大に向け、
エンジンルーム内の非防水領域における防食技術の開発を
進めている。

5.　結　　言
アルミハーネスを車両に搭載するために、電線、端子、
防食の技術開発を進め、2010年の初搭載以降、車両への
適用箇所の拡大を進め、製造電線種も増加してきた。
現在（2018年10月）までカーメーカー10社（国内8社、
海外2社）、全50車種に搭載実績が積みあがっている。
将来動向として、車両の自動運転技術やシステムの電動化
から、センサーやECUが増大し、1台当たりに搭載される
ワイヤーハーネスの電線本数は更なる増加が予想される。
また電動化車両への変革に向けて、高電圧大電流の要求が
高まり、規格サイズを超える太物電線の需要も予想される。
今後引き続き銅価格の上昇高止まりの状況は続くと予想
され、全ての銅電線をアルミ電線にすることで、ワイヤー
ハーネスは約25％以上軽量化できることから、益々アルミ
ハーネスの需要は高くなると予想される。

初期 腐食試験後

図13　アルミ電線圧着部の腐食挙動

（左：熱可塑性樹脂、右：紫外線硬化樹脂）

図14　既存の防食手法
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図15　アルミ電線圧着部の模式図と新防食端子の外観
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用	語	集	ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
※1	 導電率
電気の流れやすさを示す指標。
軟銅（万国軟銅標準：International	Annealed	Copper	
Standard）を100とした時の比率で示され、単位は％IACS。

※2	 熱処理型合金
強度を高めるために熱処理を必要とする合金。

※3	 表面酸化膜
金属表面で空気中の酸素によって酸化されて発生する被膜
のこと。一般的には硬く導電性の低い場合が多く、接続の
阻害になる。

※4	 セレーション
圧着端子の電線接続部に形成した溝。この部分で電線の表
面酸化膜を破壊し、電線に対する引っ掛かりとなることで、
電気的、機械的接続の安定性に寄与する。

※5	 固相接合
金属同士を接合する工法のひとつ。部材を溶融することな
く固体状態のまま新生面を接触させて接合する。代表的な
工法に超音波溶接、冷間圧接などがある。

※6	 冷間圧接
固相接合法の中でも部材加熱を伴わない工法。塑性変形に
より酸化被膜を脱落させ新生面を露出させる。

参　考　文　献	
（1）	 	山野能章、「アルミハーネスの開発」、SEI	テクニカルレビュー第179号、

pp81-88（July	2011）
（2）	 	日・ソ通信社、「酸化物便覧」、pp252-269（1970）
（3）	 	T.	Otsuka,	“Crimping	 Technology	 of	Aluminum	Wire	 for		

Automotive	Wire	Harness,”	Society	of	Automotive	Engineers	
（SAE）	2012	World	Congress（April	2012）

（4）	 	西村直也、「アルミハーネス」、SEI	テクニカルレビュー第185号、pp4-9
（July	2014）

執　筆　者	ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
小林　宏平＊	 ：㈱オートネットワーク技術研究所

主幹

宮本　賢次 	 ：㈱オートネットワーク技術研究所
グループ長

伊藤　貴章 	 ：㈱オートネットワーク技術研究所
技師

髙田　　裕 	 ：㈱オートネットワーク技術研究所

大井　勇人 	 ：㈱オートネットワーク技術研究所

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
＊主執筆者


